
　
「
年
５
回
の
定
期
考
査
の
合
間
に
慌
た
だ
し
く
学

校
行
事
が
入
り
、
生
徒
は
学
習
に
集
中
し
づ
ら
い
状

況
で
し
た
。
教
育
方
針
と
異
な
り
、
部
活
動
中
心
の

生
活
を
送
る
生
徒
も
、少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
学
習
評
価
は
、
定
期
考
査
に
比
重
を
置
い
て
い
た

た
め
、
定
期
考
査
の
直
前
の
み
勉
強
を
し
て
、
成
績

を
維
持
す
る
生
徒
も
い
た
。
生
徒
か
ら
は
、「
な
ぜ
、

日
頃
の
課
題
や
提
出
物
に
き
ち
ん
と
取
り
組
ま
ず
、

定
期
考
査
で
点
が
取
れ
て
い
る
こ
と
で
成
績
を
維
持

し
て
い
る
よ
う
な
生
徒
が
、
指
定
校
型
の
学
校
推
薦

型
選
抜
の
受
験
者
に
選
ば
れ
る
の
か
」
と
い
っ
た
声

が
上
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
定
期
考
査
の
結
果
だ
け

で
な
く
、
日
頃
か
ら
の
学
習
の
積
み
重
ね
を
評
価
す

る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
大
学
入
試
で
頻
出
す
る
事
項
を
「
重
要
問

題
」
と
し
て
授
業
中
に
取
り
組
ま
せ
、
そ
の
問
題
を

定
期
考
査
に
出
題
す
る
こ
と
を
、
定
期
考
査
の
出
題

方
針
と
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
大
学
入
試
で
頻

出
の
事
項
を
授
業
や
定
期
考
査
で
扱
う
こ
と
で
、
大

学
入
試
で
求
め
ら
れ
る
学
力
を
確
実
に
定
着
さ
せ
る

と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
が
、
成
績
中
・
下
位
層
を

中
心
に
、「
丸
暗
記
す
れ
ば
、
定
期
考
査
で
は
点
が

取
れ
る
」
と
、
重
要
問
題
の
解
答
を
た
だ
覚
え
る
だ

け
の
よ
う
な
学
習
を
し
て
し
ま
う
生
徒
が
散
見
さ
れ

て
い
た
。
重
要
問
題
は
必
ず
し
も
学
力
の
伸
長
に
は

寄
与
し
て
い
な
い
と
、
吉
場
先
生
は
感
じ
て
い
た
。

　
「
生
徒
の
声
を
き
っ
か
け
に
、
定
期
考
査
重
視
の

学
習
評
価
や
定
期
考
査
の
出
題
方
針
が
、
生
徒
の
学

習
姿
勢
に
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
な
い
と
気
づ
き
ま

し
た
。
学
校
の
課
題
を
抽
出
す
る
際
に
は
、
生
徒
の

　
埼
玉
県
・
私
立
春
日
部
共
栄
中
学
高
校
は
、「
敢

え
て
三
兎
を
追
え
」
を
教
育
方
針
に
掲
げ
、
勉
学
、

学
校
行
事
、
部
活
動
の
い
ず
れ
に
も
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
を
生
徒
に
推
奨
し
て
い
る
。
多
く
の
生
徒
が

大
学
進
学
を
目
指
し
つ
つ
、
部
活
動
に
も
励
み
、
水

泳
部
や
吹
奏
楽
部
な
ど
、
全
国
大
会
の
常
連
と
な
っ

て
い
る
部
活
動
も
多
い
。

　
し
か
し
、
生
徒
が
学
習
に
集
中
で
き
る
環
境
を
十

分
整
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
課
題
視
し
て
い
た

と
、
教
務
部
長
の
吉
場
慎
二
先
生
は
語
る
。

変
革
の

「
敢あ

え
て
三
兎
を
追
う
」
か
ら
こ
そ
、

学
習
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
い

背
景

学校概要

◎設立	 1980（昭和55）年
◎形態	 全日制／普通科／共学
◎生徒数	 １学年約 550人
◎2022 年度入試合格実績（現役のみ）　国公立
大は、北海道大、東北大、筑波大、埼玉大、千葉
大、東京工業大、横浜国立大、東京都立大などに
91人が合格。私立大は、青山学院大、学習院大、
慶應義塾大、上智大、中央大、東京理科大、明治
大、法政大、早稲田大などに延べ 1,004 人が合格。

No.280
指導変革の軌跡

埼
玉
県
・
私
立
春か

す
か日

部べ

共
栄
中
学
高
校

考
査・授
業
時
程・学
期
制
の
改
革

中
間
考
査
を
廃
止
し
て
単
元
テ
ス
ト
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

生
徒
が
授
業
や
学
習
に
集
中
し
て
取
り
組
め
る
環
境
を
つ
く
る
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声
に
耳
を
傾
け
、
生
徒
の
姿
を
し
っ
か
り
捉
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
」

　
２
０
１
９
年
度
の
初
め
、
吉
場
先
生
は
、
教
務
部

長
や
進
路
指
導
部
長
、教
科
主
任
な
ど
か
ら
成
る「
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
」
で
、
１
学
期
の
中
間
考
査
の

廃
止
を
提
案
し
た
。
併
せ
て
、
中
間
考
査
の
代
わ
り

に
単
元
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
短
い
ス
パ
ン
で
学
習
内

容
の
定
着
度
を
確
認
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
と
、

定
期
考
査
の
比
重
が
高
い
評
価
を
、
平
常
点
（
課
題

の
提
出
状
況
、
単
元
テ
ス
ト
、
授
業
に
取
り
組
む
姿

勢
）
５
割
、
期
末
考
査
５
割
の
割
合
で
の
評
価
に
改

め
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
定
期
考
査
で
の
重
要
問
題
の

扱
い
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
も
提
案
し
た
。

　
「
１
学
期
の
授
業
は
、
実
質
的
に
４
月
中
旬
に
始

ま
り
、
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
は
大
型
連
休
が

あ
る
た
め
、
十
分
な
授
業
時
数
を
確
保
で
き
な
い
ま

ま
５
月
下
旬
の
中
間
考
査
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
５

月
は
、
６
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
文
化
祭
の
準
備
が
あ

り
、
文
化
祭
が
終
わ
る
と
期
末
考
査
の
時
期
に
な
り

ま
す
。
そ
う
し
た
慌
た
だ
し
さ
を
是
正
し
、
生
徒
も

教
師
も
落
ち
着
い
て
授
業
に
取
り
組
み
、
単
元
テ
ス

ら
中
間
考
査
を
廃
止
し
、単
元
テ
ス
ト
を
導
入
し
た
。

　
単
元
テ
ス
ト
は
原
則
、
単
元
終
了
時
に
授
業
の
時

間
内
で
行
う
こ
と
と
し
、
実
施
の
頻
度
や
解
答
時
間

な
ど
、
実
施
方
法
の
大
枠
を
各
教
科
内
で
す
り
合
わ

せ
た
上
で
、
詳
細
は
教
師
個
々
に
任
せ
る
こ
と
に
し

た
。
教
師
に
よ
っ
て
は
、
単
元
テ
ス
ト
を
生
徒
に
予

告
せ
ず
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
常
に
学
習
す

る
意
識
を
持
つ
よ
う
に
し
た
り
、
単
元
テ
ス
ト
以
外

に
も
小
テ
ス
ト
を
こ
ま
め
に
行
い
、
学
習
状
況
を
丁

ト
で
学
習
の
定
着
度
を
測
り
、
そ
の
単
元
テ
ス
ト
や

授
業
態
度
な
ど
を
評
価
す
る
仕
組
み
に
し
よ
う
と
説

明
し
ま
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
私
の
提
案
の
意
図
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

『
２
学
期
の
中
間
考
査
も
廃
止
に
し
て
は
ど
う
か
』

と
い
っ
た
提
案
も
し
て
く
れ
ま
し
た
」（
吉
場
先
生
）

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、１・

２
学
期
の
中
間
考
査
の
廃
止
と
単
元
テ
ス
ト
の
導
入

を
、各
教
科
会
に
諮
っ
た
。当
時
、国
語
科
教
科
主
任

だ
っ
た
中
村
麻
衣
先
生
は
、
国
語
科
内
で
上
が
っ
た

懸
念
点
を
一
つ
ひ
と
つ
解
消
し
て
い
っ
た
と
語
る
。

　
「
授
業
中
に
単
元
テ
ス
ト
を
行
う
と
、
生
徒
の
活

動
や
教
師
の
解
説
の
時
間
が
減
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
、
進
度
の
違
い
で
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
テ
ス
ト

の
実
施
日
が
異
な
る
と
、
問
題
が
流
出
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ

う
し
た
懸
念
点
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
で
検
討

し
、
最
終
的
に
は
、
単
元
テ
ス
ト
は
15
分
間
程
度
で

到
達
度
が
測
れ
る
問
題
に
す
る
こ
と
、
単
元
テ
ス
ト

を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
（
図
１
）
を
教

務
部
が
作
成
し
て
生
徒
に
配
布
す
る
こ
と
と
し
、
中

間
考
査
の
廃
止
に
至
り
ま
し
た
」

　
そ
う
し
て
全
教
科
会
の
合
意
を
得
て
、
20
年
度
か

❶問題を他者に流出させる行為や、机の中にあるプリント等を見ながら解答するこ
とは禁止です。
　問題を流出させることは、正しい評価ができないことにつながります。皆さんの
点数に応じて、先生は授業スピードやレベル、内容を調整していますので、本来
の学力に合った授業をするのが難しくなってしまいます。

❷問題を他者に流出させた場合や、机の中にあるプリント等を見ながら受験すると
いった不正行為は、定期考査時のカンニング行為と同等の扱いをします。
　当該のテストは０点、場合によっては他の教科の単元テストも０点になります。
単元テストは評価に大きくかかわるので、評定はもちろんのこと、学校推薦型選
抜等にも影響します。

❸単元テストの受験環境を整えて受験しましょう。
　原則は定期考査時と受験上のルールは同じです（違うのは、机の中に荷物が入っ
ているかどうかのみです）。　〜以下略〜

生
徒
も
教
師
も
授
業
に
集
中
で
き
る
よ
う
、

中
間
考
査
を
廃
止
し
、
単
元
テ
ス
ト
を
導
入

変
革
の
一
手

図１	 生徒に配布した単元テストの注意事項（抜粋）

※学校資料を基に編集部で作成。

授
業
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、

活
動
時
間
の
確
保
や
進
度
の
調
整
が
容
易
に

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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寧
に
見
取
り
、
指
導
に
反
映
し
た
り
し
て
い
る
。

　
定
期
考
査
実
施
の
間
隔
が
空
き
、
ゆ
と
り
を
持
っ

て
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
授
業
に

思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
を
育
む
活
動
を
取

り
入
れ
や
す
く
な
っ
た
と
、
英
語
科
教
科
主
任
の
岡

舞
衣
子
先
生
は
指
摘
す
る
。

　
「
読
ん
だ
英
文
を
自
分
の
言
葉
に
し
て
話
す
リ
テ

リ
ン
グ
や
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
書
い
た
英
作
文
を
読

み
合
う
活
動
に
、
多
く
の
時
間
を
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
素
材
文
が
社
会
性
の
高

い
テ
ー
マ
の
時
は
、素
材
文
の
内
容
理
解
に
加
え
て
、

そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
生
徒
同
士
で
議
論
す
る
時
間

も
設
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
進
路
指
導
部
長
の
伊
藤
恒ひ

さ
し

先
生
は
、
生
徒
主
体
の

授
業
が
よ
り
し
や
す
く
な
っ
た
と
語
る
。

　
「
以
前
は
、
次
の
定
期
考
査
の
出
題
範
囲
を
、
試

験
前
ま
で
に
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ

た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、

生
徒
の
理
解
度
に
応
じ
て
学
習
内
容
を
変
え
る
余
裕

が
で
き
、
生
徒
本
位
で
授
業
進
度
を
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
単
元
テ
ス
ト
や
課
題
の
提
出
状
況
、
授
業
に
取
り

組
む
姿
勢
も
評
価
の
対
象
に
し
た
こ
と
で
、
日
頃
の

授
業
や
学
習
を
大
切
に
す
る
生
徒
も
増
え
て
い
る
。

　
「
単
元
テ
ス
ト
を
抜
き
打
ち
で
実
施
す
る
こ
と
が

定
着
し
て
以
来
、
定
期
考
査
直
前
に
知
識
を
詰
め
込

む
の
で
は
な
く
、
授
業
が
あ
っ
た
そ
の
日
の
う
ち
に

復
習
を
す
る
習
慣
が
、
生
徒
に
少
し
ず
つ
定
着
し
て

間
を
50
分
間
か
ら
45
分
間
に
短
縮
。
さ
ら
に
、
長
期

休
業
の
日
数
を
減
ら
し
て
、
年
間
の
授
業
時
間
数
を

確
保
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
数
年
前
か
ら
45
分
授
業
は
試
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
50
分
授
業
よ
り
も
最
後
ま
で
集
中
力
を
保
て
る

と
、
教
師
に
も
生
徒
に
も
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

45
分
授
業
に
踏
み
切
り
ま
し
た
」（
吉
場
先
生
）

　
３
学
期
制
は
、
２
期
制
（
前
期
４
～
９
月
、
後
期

い
る
の
を
感
じ
ま
す
」（
岡
先
生
）

　
数
学
科
教
科
主
任
の
小お

篠ざ
さ

拓ひ

ろ央
先
生
は
、
課
題

の
提
出
状
況
が
学
習
評
価
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
自
分
の
理
解
度
に
応
じ
て
、
自
ら
問
題
を

選
ん
で
取
り
組
ん
だ
ノ
ー
ト
を
、
任
意
で
提
出
さ

せ
る
課
題
を
出
し
て
い
る
。
提
出
さ
れ
た
ノ
ー
ト

の
内
容
を
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
３
つ
の

観
点
で
そ
れ
ぞ
れ
３
段
階
で
評
価
。
さ
ら
に
、
評

価
の
内
容
を
生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
お
り
、

任
意
の
課
題
で
あ
り
な
が
ら
、
相
当
数
の
生
徒
が

提
出
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
生
徒
は
、
私
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
見
て
、
自

分
の
学
習
状
況
や
学
習
方
法
が
適
切
で
あ
る
か
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
学
習
状
況
や
学
習
方
法
を
自
己
分

析
し
、
自
分
が
取
り
組
む
べ
き
問
題
を
選
択
し
て
、

自
分
で
力
を
つ
け
て
い
く
生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
」

　
今
年
度
は
、
完
全
週
５
日
制
、
45
分
授
業
、
２
期

制
の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
。

　
完
全
週
５
日
制
と
し
た
の
は
、
生
徒
の
学
習
時
間

と
、
部
活
動
及
び
休
養
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め
で

あ
り
、
教
師
の
働
き
方
改
革
の
一
環
で
も
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
土
曜
の
授
業
時
間
分

を
平
日
に
割
り
振
っ
て
、
１
日
７
コ
マ
と
し
て
も
終

業
時
刻
が
遅
く
な
ら
な
い
よ
う
、
１
コ
マ
の
授
業
時

英
語
科
教
科
主
任

岡　
舞
衣
子　
お
か
・
ま
い
こ

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

英
語
科
。

数
学
科
教
科
主
任

小
篠
拓
央　
お
ざ
さ
・
ひ
ろ

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

数
学
科
。

教
務
部
長

吉
場
慎
二　
よ
し
ば
・
し
ん
じ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
20
年
目
。

入
試
担
当
委
員
。
情
報
科
。

進
路
指
導
部
長

伊
藤　
恒　
い
と
う
・
ひ
さ
し

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
30
年
目
。

数
学
科
。

教
務
部

中
村
麻
衣　
な
か
む
ら
・
ま
い

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

国
語
科
。

完
全
週
５
日
制
、
45
分
授
業
、
２
期
制
の

導
入
で
、
学
び
の
質
を
さ
ら
に
深
め
る
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10
～
３
月
）
に
変
え
た
。
3
学
期
制
で
は
、
１
学
期

が
終
わ
っ
て
夏
季
休
業
に
入
る
と
、
生
徒
の
意
識
が

学
習
か
ら
離
れ
が
ち
に
な
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
９
月
に
実
施
し
て
い
た
三

者
面
談
を
７
月
に
移
動
し
、
休
業
明
け
に
は
校
内
統

一
試
験
を
実
施
し
て
、
夏
季
休
業
中
の
学
習
の
成
果

を
測
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
校
内
統
一
試
験
は
、
模
擬
試
験
の
よ
う
に
、
初

見
の
問
題
や
応
用
問
題
な
ど
を
出
題
す
る
こ
と
と

し
、
前
期
の
成
績
の
評
価
の
対
象
に
す
る
と
、
生
徒

に
伝
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
者
面
談
で
夏
季
休
業

中
の
学
習
計
画
に
つ
い
て
話
す
場
を
設
け
、
生
徒
が

自
身
の
学
習
に
つ
い
て
、
課
題
意
識
を
持
っ
て
夏
季

休
業
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」（
吉
場
先
生
）

　
冬
季
休
業
明
け
の
１
月
末
に
も
、
校
内
統
一
試
験

を
実
施
す
る
計
画
だ
。
１
月
は
、
中
学
校
入
試
や
高

校
入
試
が
あ
り
、
休
業
日
が
多
い
。
そ
こ
で
、
夏
季

休
業
と
同
様
に
、
生
徒
が
冬
季
休
業
中
や
１
月
の
休

業
日
に
、
し
っ
か
り
と
自
学
自
習
に
取
り
組
む
よ
う

に
す
る
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
（
図
２
）。

　
完
全
週
５
日
制
、
45
分
授
業
、
２
期
制
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
、
成
果
は
こ
れ
か
ら
検
証
し
て
い
く
。

た
だ
既
に
、
生
徒
か
ら
、「
自
分
が
取
り
組
み
た
い

学
習
に
取
り
組
め
る
時
間
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
肯
定
的
な
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
同

校
は
改
革
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
伊
藤
先
生
は
、「
私
個

人
と
し
て
は
、将
来
的
に
、中
間
考
査
だ
け
で
な
く
、

定
期
考
査
自
体
を
な
く
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
「
単
元
テ
ス
ト
や
小
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

教
師
は
生
徒
の
学
習
の
状
況
を
日
頃
か
ら
的
確
に
把

握
し
、
そ
れ
を
指
導
に
生
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
一
連
の
改
革
の
大
き
な
成
果
の
１
つ

で
す
。
ま
た
、
生
徒
の
学
習
の
到
達
度
は
、
単
元
テ

ス
ト
や
小
テ
ス
ト
で
十
分
測
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
」（
伊
藤
先
生
）

　
同
校
で
は
、
新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
際
、
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
「
や
っ
て
み
て
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に

改
善
す
る
か
、
や
め
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
ら
、
先
生

方
と
十
分
に
話
し
合
い
、
学
校
に
と
っ
て
よ
い
と

思
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
は
挑
戦
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
生
徒
が
大
き
く
成
長
す
る
た
め
に
、
全
力
で

三
兎
を
追
え
る
環
境
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら

も
先
生
方
と
の
対
話
を
重
ね
、
挑
戦
を
続
け
て
い
き

ま
す
」（
吉
場
先
生
）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

2019年度
まで

•

入
学
式

•

始
業
式

•

中
間
考
査

•

大
型
連
休

•

文
化
祭

•

期
末
考
査

•

三
者
面
談

•

中
間
考
査

•

体
育
祭

•

期
末
考
査

•
中
学
校
・
高
校

　

入
試
の
休
業
日

•

学
年
末
考
査

2020～
21年度

•

入
学
式

•

始
業
式

•

大
型
連
休

•

文
化
祭

•

期
末
考
査

•

三
者
面
談

•

体
育
祭

•
期
末
考
査

•

中
学
校
・
高
校

　

入
試
の
休
業
日

•

学
年
末
考
査

2022年度

•

入
学
式

•

始
業
式

•

大
型
連
休

•

文
化
祭

•

三
者
面
談

•

前
期
定
期
考
査

•

校
内
統
一
試
験

•

体
育
祭

•

校
内
統
一
試
験

•

中
学
校
・
高
校

　

入
試
の
休
業
日

•

後
期
定
期
考
査

三者面談を９月から７月に移
動。夏季休業・冬季休業明け
には、校内統一試験を実施。

１学期

１学期

前期（夏季休業含む） 後期（冬季休業含む）

夏季休業

夏季休業

夏季休業

２学期

２学期

冬季休業

冬季休業

冬季休業

春季休業

春季休業

３学期

３学期

１学期の中間考
査、２学期の中
間考査を廃止。

春季休業

指導変革の 埼玉県・私立春日部共栄中学高校軌跡

変
革
の
　
　
　
・

成
果

展
望

生
徒
の
学
力
を
的
確
に
把
握
し
、

日
々
の
指
導
に
反
映
さ
せ
る

学校行事は主要なものを掲載。赤字は、変更・追加した項目。

図２	 2019〜22年度　年間計画の変遷

※学校資料を基に編集部で作成。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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